
2026年度卒業後動向実態調査報告書

IR推進室

実施期間：2026年7月24日（金）～8月31日（月）



回答率

10.7%
623／5,820件

DPの獲得

87%
今後も必要 97%

大学推奨度

NPS 37.6
推奨者 49.6%

キャリア満足

80%強
満足・概ね満足

評価された点

●教育・成長：DPの獲得は87%。学びが役立ち、
ほとんどの卒業生が成長を実感

●上智らしさ：少人数教育、教員・友人との近さ、
国際性と教育理念が推奨の中心

●卒業後：職業は多様。卒業後年数とともに転職
経験と年収が増加し、キャリア満足は80%強

改善課題

●能力開発：46%がDPにない能力の必要性を回答。
論理的思考、発信、データ・AI活用が中心

●学生支援：キャリア・資格・奨学金の評価が低く、
事務対応への不満もNPSを押し下げる

●評価差：NPSは学部間の差が大きい。回答率10.7%

のため、継続調査による検証が必要

今後の対応
① 共通教育の強化 データ・AI活用、論理的思考、発信力を重点化
② 支援の改善 キャリア・資格支援と学生窓口の利便性、情報発信を点検
③ 強みの明確化 少人数教育と国際性、教育理念を学部横断で学生体験につなげる

エグゼクティブサマリー：教育成果は高評価、支援と能力開発に改善余地



2022年度に「卒業時に身につけるべき知識・能力・態度（DP）」を中心に整備
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1年生 2年生 3年生 4年生 卒業後3年 卒業後5年 卒業後10年

入学時学生意識調査

入学時調査 在学時調査 卒業時調査 卒業後調査

DPの能力
• 知っている
• 身につけたい

• 能力が伸びた
• もっと伸ばしたい

• 能力が伸びた
• もっと伸ばしたかった

• 身についた
• 社会に必要な能力だと思う

学生生活等

• 居住形態・経済状況
• 両親の最終学歴
• 学生生活で期待すること
• 学生生活で不安なこと

• 学生生活で不安なこと
• 正課内外での活動時間
• キャリア意識

• 就職活動の振り返り
• 転職経験の有無
• 現在の就労状況
• 現在の経済状況

満足度等
• 志望順位
• 入学動機
• 媒体接触

• 施設・設備・支援体制の満足度
• 薦めたい授業・要改善の授業
• 上智大学の推奨度（NPS）

• 上智大学の推奨度（NPS）
• 現在の就労先の満足度
• 上智大学の推奨度（NPS）

在学時学生実態調査 卒業後動向実態調査

卒業時成長実感調査



有効回答は623件。5820名の対象者に対する回答率は10.7%。
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DPが身についた卒業生はおよそ87%。
「これから身につけるべき」は97%。
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DPに記載なく生活や仕事で必要になっている知識・能力・態度があるとの回答が46%。
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1. 論理的・批判的思考（75件）

⚫ 情報を収集・整理・検証し、物事を多角的・構造的に捉える力 

⚫ 誤情報や論理の飛躍に気づき、根拠に基づいて判断する力 

2. 発信・表現（69件）

⚫ 考えを論理的に構成し、プレゼンテーションや文章・資料で表現する力 

⚫ 難しい内容を、相手に応じて簡潔かつ分かりやすく説明する力 

3. IT・データ・AI活用（66件）

⚫ Excel等の基礎的なITスキルに加え、データ分析・統計・プログラミング能力 

⚫ 生成AIを適切かつ批判的に活用し、新しい技術に対応する力 

4. 対話・協働・多様性（61件）

⚫ 異なる背景や価値観を持つ相手を尊重し、対話を通じて関係を築く力 

⚫ チームで協働し、交渉・合意形成やリーダーシップを発揮する力 

5. 実務対応・自己管理（45件）

⚫ 法務・会計・金融・ビジネスなど、社会や職業生活に直結する知識 

⚫ 課題・時間・プロジェクトを管理し、主体的かつ粘り強く行動する力

（生成AIによる自由記述の要約）

卒業後に求められるのは「考え、伝え、活用する力」 。
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そのような知識・能力・態度はOJTで身につけることが多い。
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教育目標として掲げられている項目は概ね「高められた」と回答。
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大学生活・教育は高評価、キャリア・資格支援に課題
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上智大学での学びは概ね役に立っている。
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ほとんどの卒業生が成長を実感している。
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専門・教養の学修と人との交流に注力。
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概ね満足しているが、就職・進路支援、学食、学生窓口対応にやや課題か。
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全体的なNPSは37.6。
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卒業年度で一貫した傾向はみられない。学部間の差が大きい。
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代表的な声

1. 推奨側（9～10点）

⚫ 授業・教員：「専門性と幅広い教養を学べる」「少人数で教員との距離が近い」 

⚫ 環境・人間関係：「穏やかで居心地がよい」「生涯の友人と出会えた」 

⚫ 国際性・理念：「多様な文化や価値観に触れられる」「“他者とともに”の精神が身についた」 

2. 中立側（7～8点）

⚫ 適性：「国際交流や少人数教育に魅力はあるが、人によって合う・合わないがある」 

⚫ 支援・環境：「教育には満足しているが、キャリア支援や施設・制度には改善の余地がある」 

3. 批判側（0～6点）

⚫ 学生支援：「必要な支援が十分でない」「大学の対応が後手に回っていた」 

⚫ 教育・体験：「分野によって学修環境に差がある」「コロナ禍で期待した学生生活を送れなかった」

生成AIによる自由記述のまとめ
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インサイト

1. 推奨の中心は「教育×人とのつながり」

⚫専門性と教養を深められる教育に加え、教員や友人との近い関係が強い推奨要因となっ
ています。 

2. 国際性と教育理念が上智らしさを形成

⚫語学・留学だけでなく、多様な価値観に触れる環境や人間性を育む教育が独自の魅力と
して評価されています。 

3. 中立層は「よい大学だが決め手に欠ける」

⚫基本的な評価は高い一方、キャリア支援、施設、ブランド力などに一段の改善があれば、
推奨側への移行が期待できます。 

4. 支援体制への不満は強いマイナス要因

⚫件数は多くないものの、学生支援や事務対応への不満は評価を大きく下げやすく、優先
的に確認すべき課題です。 

生成AIによる自由記述のまとめ
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転職はキャリアに従って増えている。卒業後10年（2016年度卒）だと半数以上が転職を経験。
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職業は国内企業が多い。卒業年に従った傾向はみられない。
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現在の職業は「専門分野と直結するかどうかはこだわらなかった」が多い。
専門分野と直結した職業に就いた卒業生も比較的多い。 
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さまざまな業界に就職している。
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職種も比較的多岐にわたっている。
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卒業後年数を経るごとに年収は上がっている。
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卒業後のキャリアパスに満足している卒業生は80%強。
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